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『
金
光
禅
師
行
状
』
に
つ
い
て

が
纂
輯
し
た
際
'
そ
の
付
録
と
い
う
形
で
世
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
信
間
の
按

文
の
年
紀
が
文
化
十
四
年

(
一
八

一
七
)
と
あ
る
の
で
'
そ
の
頃
に
は
脱
稿
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
が
'
公
刊
は
信
間
死
後
の
文
政
四
年

(
1
八
二

l
)
の
こ
と
で
あ
る
.

出
光

泰
生

一

遠
藤
聡
明
氏
の
指
摘
す
る

『
金
光
禅
師
行
状
』
に
関
す
る
疑
問
点

は
じ
め
に

津
軽
地
方
の
浄
土
宗
布
教
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
と
さ
れ
る
金
光
上
人
に
つ
い

(-)

て
は
'
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
巻
四
十
六
に

｢決
答
疑
問
抄
｡
云
ク
'
又
禅
門

ノ

(道
弁
秩
父
之

一
門
也
)
云
ク
'
昔
ッ親
盛
法
師
語
‥
予
｡云
ク
'
上
人
在
世
之
時
奉
‥
間

云
ク
,
御
往
生
之
ノ後
浄
土
之
法
門
不
審
ヲ
ハ可
‥
十
間
話

人
車

上
人
答
テ
日
ク,
聖
光

ノ

房
金
光
房
ハ委
ク
知
.i11
所
存
T
'
彼
等
.為
二遠
国
ノ能
化
宣

:.jS
ヵ
不
レ易
カラ
,
京
中
｡
ハ聖

(2)

覚
法
印
亦
知
"
我
義
｣
(本
伝
之
レ
同
)
-
-
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
今
日
浄
土
宗
に
お

い
て
宗
祖
法
然
房
源
空

(以
下
法
然
上
人
と
記
す
)
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
二
祖

(3)

上
人
と
仰
が
れ
る
聖
光
房
弁
長

(
一
一
六
二
～
二

一三
八
)
と
な
ら
ぶ
学
識
と
の
逸

話
が
伝
え
ら
れ
る
が
､
そ
の
実
像
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
な
い
｡
こ
の
金
光
上
人
の

伝
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
'
今
日
管
見
に
入
る
資
料
で
は
鎌
倉
時
代
の
年
紀
を

有
す
る

『
奥
州
行
岳
西
光
寺
開
山
金
光
禅
師
行
状
史
』､
『
奥
州
東
日
流
正
中
山
大
権

現
略
縁
起
』
の
二
書
の
み
で
あ
る

(浄
土
宗
の
研
究
者
の
間
で
は
'
二
書
あ
わ
せ
て

『
金
光
禅
師
行
状
』
と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
'
以
下
の
文
で
は
便
宜
こ
の
名
称
を
用

(1･)

い
る
)｡
『
金
光
禅
師
行
状
』
は
'
望
西
楼
了
慧
道
光

(
一
二
四
二
～
一
三
三
〇
)
の

BJ･E

『
聖
光
上
人
伝
』
を
松
阪
清
光
寺
の
白
蓮
社
激
着
信
間

(
一
七
五
五
～
一
八
二
〇
)

こ
の

『
金
光
禅
師
行
状
』
に
つ
い
て
は
'
大
正
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
浄
土
宗
の
聖

典
と
も
い
う
べ
き

『
浄
土
宗
全
書
』
の
第
十
七
巻
に
掲
載
さ
れ
た
関
係
も
あ
り
'
浄

土
宗
内
で
は
長
ら
く
そ
れ
を
疑
問
視
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
｡
と
こ
ろ
が
～

近
年
青
森
県
黒
石
市
の
浄
土
宗
寺
院
来
迎
寺
の
遠
藤
聡
明
氏
に
よ
り
そ
の
史
的
価
値

(6)

に
多
分
に
問
題
が
あ
る
旨
が
指
摘
さ
れ
た
｡

『
仏
教
論
叢
』
掲
載
の
一
連
の
論
文
お
よ
び

『
金
光
上
人
関
係
伝
承
資
料
集
』
の

解
説
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
遠
藤
氏
の
所
論
は
多
岐
に
わ
た
る
が
'
そ
の
主
要

な
根
拠
を
あ
げ
る
と
､

仙

『
金
光
禅
師
行
状
』
の
所
伝
の
描
く
金
光
上
人
像
に
つ
い
て
は

｢専
修
念
仏

(r⊥

者
と
言
う
よ
り
'
む
し
ろ
修
験
者
に
近
い
｣
こ
と
｡
し
た
が
っ
て
､
本
来
の
逮

作
の
目
的
は
金
光
上
人
の
顕
彰
に
あ
る
の
で
は
な
く
､
金
光
上
人
の
前
に
妙
徳
'

善
救
'
大
天
蓋
の
三
大
神
が
示
現
L
t
そ
れ
を
金
光
上
人
が
正
中
山
に
祭
把
し

た
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
｢中
山
修
験
道
場
｣
と
も
い
う
べ
き
も
の
を

(8)

宣
揚
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
｡

必

『
金
光
禅
師
行
状
』
に
は
'
そ
れ
以
前
の
浄
土
宗
の
文
献
に
記
載
の
な
い
金

光
上
人
の
没
年
月
日
を
建
保
五
年
三
月
二
十
五
日
'
著
書
と
し
て

『
末
法
念
仏

独
明
紗
』
を
あ
げ
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
が
'
こ
の
記
述
に
は
次
の
よ
う
な
点
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で
疑
問
が
あ
る
と
さ
れ
る
｡
『
金
光
禅
師
行
状
』
の
出
現
す
る
以
前
の
浄
土
宗

(9)

の
文
献
で
あ
る

『
御
伝
翼
賛
通
事
』
(享
保
九
年

二

七
二
四
)
'
浄
土
宗
名
越

(10)
派

(便
宜
上
浄
土
宗
を
冠
し
た
ほ
う
が

一
般
に
理
解
し
や
す
い
と
み
ら
れ
る
の

で
､
初
出
の
み
浄
土
宗
を
付
し
た
.
以
下
の
又
で
は
'
単
に
名
越
派
と
の
み
記

す
)
の
学
僧
義
山
の
著
)
に
は
､
金
光
上
人
の
墓
が
浪
岡
に
あ
る
と
の
伝
説
は
ヤ
～
フリ

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
､
｢今

二
墳
墓
有
テ
小
塔
ヲ
残
セ
リ
'
然
ド
モ
星
霜
稗
経

ヌ
レ
バ
文
字
悉
ク
磨
滅
シ
テ
其
ノ
年
月
日
共

二
分
明
ナ
ラ
ズ
'
金
光
房
示
寂
ノ

サ
ダ

カ

(‖)

年
月
安

定

ナ
ラ
ザ
ル
事

ハ
此
ノ
猷

ニ

ヤ

｣

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
没
年
月

(12)

日
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
し
'
著
書
に
関
し
て
も
何
ら
言
及
が
な
い
｡

制

『
金
光
禅
師
行
状
』
は
'
文
化
九
年

(
1
八

二

1)
三
月
'
奥
州
津
軽
板
柳

の
浄
土
宗
寺
院
大
善
寺

の
天
蓮
社
良
導
寿
源
が

｢館
野
越
村
山
崎
氏
力
古
記

中
｣
よ
り
見
出
し
た
も
の
を
'
真
似
牛
村

(宮
城
県
加
美
郡
色
麻
町
)
の
曹
洞

宗
寺
院
の
堂
頭
長
老
を
通
じ
て
信
間
が
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
公
刊
さ
れ
た
と
い(13)

う
よ
う
に
'
突
然
世
に
出
た
も
の
で
､
そ
の
出
現
形
態
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
｡

と
い
う
も
の
で
､
以
上
の
点
か
ら
'
遠
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
｡

｢従
来
何
百
年
も
不
明
で
あ

っ
た
事
柄
が
突
発
的
に
判
明
す
る
文
書
は
､
ほ
と
ん
ど
(14)

出
現
し
な
い
｡
も
し
､
出
現
し
た
場
合
に
は
'
充
分
な
資
料
批
判
を
必
要
と
す
る
｣

さ
ら
に
､
『
金
光
禅
師
行
状
』
の
性
格
に
関
し
て

｢中
山
修
験
道
場
を
宣
揚
す
る

立
場
の
江
戸
時
代
人
が
'
鎌
倉
時
代
の
年
号
を
付
し
て
書
い
た
も
の
｣
と
推
論
さ
れ

る
こ
と
'
そ
の

｢所
伝
内
容
'
出
現
形
態
'
内
容
上
の
問
題
点
等
｣
が
'
近
年
筆
跡

鑑
定
の
結
果
'
所
蔵
者
自
身
が
偽
作
し
た
も
の
で
は
と
取
り
沙
汰
さ
れ
た

『
東
日
疏

外
三
郡
誌
』
に
代
表
さ
れ
る
和
田
文
書
と
同

一
線
上
に
あ
る
も
の
で
'
和
田
文
書
は
'

(15)

こ
の
書
を
下
敷
き
に
造
作
さ
れ
た
公
算
が
高
い
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
｡

二

阿
蘇
千
代
竹
に
つ
い
て

和
田
文
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
'
以
上
の
指
摘
に
よ
り
こ
の
書
が
多

分
に
問
題
含
み
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡
で
は
'
こ
の
書
は
何
人
に
よ

っ
て
造
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
遠
藤
聡
明
氏
は
､
こ
の
書
の
成
立
に
つ
い
て

｢寿
源
が
両
文
献
を
確
認
し
た
と
い
う
文
化
九
年
を
さ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
り
得
｣
な
い

と
さ
れ
'
金
光
上
人
の
没
年
月
日
が
建
保
五
年
三
月
二
十
五
日
と
い
う
の
は

｢文
化

(16)

年
間
に
作
り
だ
さ
れ
た
も
の
と
推
考
す
る
｣
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
'
良
導
寿

源
そ
の
人
の
造
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る
｡

お
お
む
ね
正
鵠
を
射
た
所
論
で
従
う
べ
き
見
解
と
み
ら
れ
る
が
'
建
保
五
年
三
月

二
十
五
日
説
が

｢文
化
年
間
に
作
り
出
さ
れ
｣
と
い
う
年
代
に
つ
い
て
は
､
浪
岡
町

北
中
野
字
天
王
に
所
在
す
る
浄
土
宗
寺
院
西
光
院
の
管
理
す
る
特
別
境
内
地
に
あ
る

金
光
上
人
の
墳
墓
に

｢黄
蓮
社
良
華
金
光
上
人
墓
碑

阿
曽
千
代
竹
平
時
盛
建

天

明
九

(乙
酉
)
三
月
廿
五
日
｣
と
い
う
墓
碑
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
'
も
う
少
し
さ

か
の
ぼ
ら
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
も
と
よ
り
'
こ
の
墓
碑
に

刻
ま
れ
た

｢三
月
廿
五
日
｣
は
建
碑
の
月
日
で
あ
り
､
墓
碑
そ
の
も
の
に

｢三
月
廿

五
日
｣
が
金
光
上
人
の
忌
日
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡

た
だ
し
､
注
意
を
要
す
る
の
は
､
こ
の
墓
碑
を
建
立
し
た
阿
蘇
千
代
竹
に
つ
い
て
'

(17)

葛
西
覧
造
氏
の

｢津
軽
地
方
に
お
け
る
長
慶
天
皇
の
御
陵
墓
に
就
い
て
｣
と
題
す
る

論
文
に
次
の
記
述
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
｡

｢古
老
の
言
に
よ
れ
ば
昔
は
こ
の
辺
に
五
輪
塔
が
沢
山
あ

っ
て
草
叢
に
埋
も
れ
て
ゐ

た
の
を
天
明
九
年
北
中
野
の
医
者
阿
蘇
千
代
竹
な
る
者

『
此
は
金
光
上
人
の
墓
で
あ
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ら
う
』
と
い
ふ
の
で
金
光
上
人
の
石
碑
を
建
て
五
輪
塔
は
そ
の
側
に
集
め
て
お
い

5屯E
た
｣こ
の
阿
蘇
千
代
竹
と
い
う
人
物
は
､
肥
後
の
阿
蘇
神
社
の
大
宮
司
の
後
商
で
､
そ

の
家
系
は
､
天
文
年
間

(
一
五
三
二
～
一
五
五
五
)､
戦
乱
で
荒
廃
し
た
御
所
の
修

繕
の
勅
命
を
受
け
た
大
宮
司
阿
蘇
惟
豊

(
一
四
九
二
～
一
五
五
九
)
の
子
惟
忠
が
､

大
乱
に
よ
る
難
を
避
け
て
出
羽
国
庄
内
に
数
年
間
居
住
し
､
上
黒
川
邑
の
豪
族
と
な

っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
｡
上
黒
川
時
代
の
こ
と
は
記
録
が
兵
火
に
焼
か
れ
判
然
と
､

し
な
い
が
､
元
禄
年
間

(
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
)
に
上
黒
川
よ
り
津
軽
の
浪
岡
に

移
転
し
､
阿
蘇
神
社
を
建
立
｡
正
徳
元
年

(
一
七

二

)
医
業
を
営
み
､
享
保
三
年

(
一
七

二
二
)
北
中
野
に
移
転
し
た
阿
蘇
玄
庵

(明
和
六
年

八
一
七
六
九
)
没
)
の

嫡
男
で
､
父
同
様
医
業
を
営
み
､
文
化
十
年

(
一
八

一
三
)
十

一
月
二
十
六
日
に
没

(19)

し
た
と
さ
れ
る
｡

三

阿
蘇
千
代
竹
建
立
の
金
光
上
人
の
墓
碑
に
内
在
す
る
問
題
点

阿
蘇
千
代
竹
の
伝
に
つ
い
て
は
､
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
資
料
の
範
囲
で
は
こ
れ

以
上
分
明
に
し
得
な
い
が
､
問
題
は
阿
蘇
千
代
竹
が
､
な
ぜ
金
光
上
人
の
墓
碑
を
逮

立
し
た
の
か
｡
そ
し
て
､
そ
の
建
立
し
た
墓
碑
に

｢黄
蓮
社
良
華
金
光
｣
と
記
さ
れ

て
い
る
か
で
あ
る
｡

前
者
に
つ
い
て
思
い
当
た
る
の
は
､
金
光
上
人
の
没
年
月
日
を
建
保
五
年
三
月
二

十
五
日
と
記
す

『
金
光
禅
師
行
状
』
が

｢館
野
越
村
山
崎
氏
力
古
記
中
｣
よ
り
発
見

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
館
野
越
村
の
山
崎
氏
と
は
､
津
軽
為
信
に
滅

ぼ
さ
れ
た
浪
岡
御
所
北
畠
氏
の
後
商
で
､
山
崎
と
改
姓
し
､
館
野
越
に
居
住
し
た
も

の
で
あ
る

(明
治
に
な
り
､
北
畠
に
復
姓
)｡
阿
蘇
千
代
竹
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
山
崎

家
の
当
主
に
､
文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)
に
没
し
た
山
崎
立
朴
が
い
る
｡
立
朴
と
い

え
ば
､
永
禄
年
間
に

一
族
佐
藤
只
之
助
が
筆
を
下
し
'
爾
来
立
朴
の
代
に
及
ぶ
山
崎

家
の
家
記
を
十
二
巻
に
改
編
し
､
天
明
初
年
に
好
学
の
士
に
示
し
た

『
永
禄
日
記
』

の
編
纂
が
著
名
で
あ
る
が
､
こ
の
立
朴
は
医
者
に
し
て
好
書
家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
｡
『
金
光
禅
師
行
状
』
に
関
連
す
る

｢山
崎
氏
力
古
記
｣
の
実
態
に
つ
い
て
は
､

さ
だ
か
で
な
い
が
､
昭
和
四
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
肴
倉
弥
八
氏
の

『
蓬
田
村
史
』

に
よ
る
と
､
昭
和
三
十
四
年

(
一
九
五
九
)
に
､
館
野
越
の
山
崎
家
の
子
孫
で
あ
る

北
畠
顕
宣
氏
の
所
伝
古
文
書
に
基
づ
き
蓬
田
村
の
阿
弥
陀
川
に
建
立
さ
れ
た
金
光
上

人
の
碑
文
に

｢北
畠
顕
宣
老
師
所
伝
古
文
書
二
日
ク
後
世
長
慶
天
皇
上
人
ノ
為

二
円

覚
大
師
ノ
尊
号
勅
賜
セ
リ
ト

浪
岡
二
十
四
世

顧
就
北
畠
栄
太
郎

撰
｣
と
あ
る

こ
と
か
ら
､
金
光
上
人
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
記
録
が
存
在
し
た
蓋
然
性
に
は
否
定

L
が
た
い
も
の
が
あ
る
｡

い
か
な
る
経
緯
で
､
山
崎
家
に
金
光
上
人
に
関
連
す
る
記
録
が
存
在
し
た
の
か
判

然
と
し
な
い
が
'
金
光
上
人
の
墓
碑
を
建
立
し
た
阿
蘇
千
代
竹
も
医
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
'
阿
蘇
千
代
竹
と
山
崎
立
朴
の
間
に
何
ら
か
の
交
流
が
存
在
し
､
阿
蘇
千
代
竹

も

｢山
崎
氏
力
古
記
｣
を
見
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
｡
そ
し
て
､

そ
れ
が
同
人
に
よ
る
墓
碑
の
建
立
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
し

か
し
'
目
下
の
と
こ
ろ
'
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
は

一
切
存
在
せ
ず
､
推
測
の

域
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
｡

後
者
に
つ
い
て
も
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
｡
ま
ず

｢黄
蓮
社
｣
で
あ
る
が
､
蓮
社

号
と
呼
ば
れ
る
浄
土
宗
で
用
い
ら
れ
る
僧
侶
の
法
号
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
｡
蓮
社
号

は
､
十
三
世
紀
中
頃
の
円
心

(宗
円
､
二
祖
聖
光
房
弁
長
の
弟
子
)
が
采
に
渡
っ
て
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産
山
の
宗
風
を
伝
え
'
自
ら
白
蓮
社
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
｡
後
に
檀
林
制
度
の

確
立
と
と
も
に
'
宗
戒
両
脈
を
受
け
'

一
宗
の
奥
義
を
究
め
た
も
の
に
許
す
嘉
号
と

(20)

な
り
､
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
'
金
光
上
人
の
時
代
に
は
存
在
し
な

い
法
号
で
あ
る
｡
こ
れ
だ
け
で
も
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
に
'
さ
ら
に
不
審
な
こ
と
は
'

次
の

｢良
筆
｣
で
あ
る
｡
｢良
筆
｣
と
い
う
の
は
'
名
越
派
の
良
号
に
あ
た
る
も
の

と
み
ら
れ
る
｡
こ
の
良
号
も
金
光
上
人
よ
り
は
る
か
後
の
時
代
､
名
越
派
の
二
代
目

良
慶
明
心

(
二

一六
九
～
二
二
三
六
)
が
'
師
に
あ
た
る
名
越
派
祖
の
尊
観
良
弁
よ

(21)

り
良
の
字
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
い
か
な
る
わ
け
で
'

金
光
上
人
に
そ
の
法
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
｡

四

｢黄
蓮
社
良
筆
金
光
｣
の
意
味
す
る
も
の

こ
の

｢黄
蓮
社
良
筆
金
光
｣
に
つ
い
て
は
'
『
金
光
上
人
関
係
伝
承
資
料
集
』
に

ょ
る
と
､
長
野
県
須
坂
市
の
浄
土
宗
寺
院
西
福
寺
に
伝
来
す
る
位
牌
の
法
名
と
し
て

み
え
､
同
寺
の
開
山
を
金
光
上
人
と
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
｡

た
だ
し
､
『
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
』
に
み
え
る
元
禄
八
年

二

六
九
五
)
時
点
の
西

福
寺
の
寺
歴
に
関
す
る
記
載
に
は
'
金
光
上
人
の
こ
と
は

一
切
記
さ
れ
ず
'
同
寺
の

(22)

開
山
は
三
蓮
社
縁
者
と
あ
り
'
金
光
上
人
を
同
寺
の
開
山
と
す
る
伝
承
の
初
見
は
'

同
寺
第
三
十
五
世
住
職
太
田
大
成
氏
の
記
し
た
明
治
十
年
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
得

(23)

ず
'
確
実
な
こ
と
は

一
切
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡
『
金
光
上
人
関
係
伝
承
餐

料
集
』
で
は
'
太
田
大
成
氏
が
明
治
十
四
年

二

八
八

一
)
前
後
に
記
し
た

『
西
福

寺
旧
記
録
』
に
よ
る
と
'
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
十
二
月
'
太
田
大
成
氏
が
浪
岡

西
光
院
を
訪
問
し
'
金
光
上
人
の
墳
墓
の

｢黄
蓮
社
良
華
金
光
｣
の
石
碑
を
実
見
｡

Uほ
E

西
福
寺
に
伝
来
す
る
位
牌
に
あ
る

｢自
筆
卜
伝
フ
ル
法
名
ノ

波

ノ
津
軽
二
勘
ス
ル
モ

(2)

ノ
ト
亦
相
違
ノ
無
キ
縦
横
彼
此
冥
二
布
節
ヲ
合
シ
'
信
ヲ

一
場
二
決
シ
畢
ヌ
｣
と
'

西
福
寺
の
寺
伝
の
正
さ
を
示
す
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
と
の
説
を
開
陳
し
た
と
あ
る
0

こ
の
こ
と
か
ら

『
金
光
上
人
関
係
伝
承
資
料
集
』
で
は

｢須
坂
に
お
け
る
金
光
上
人

の
伝
承
は
少
な
く
と
も
明
治
七
年
以
前
か
ら
す
で
に
存
在
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
の

(25)

で
は
な
か
ろ
う
か
｣
と
記
す
が
､
こ
れ
が
元
来
同
寺
に
存
在
し
た
伝
承
で
あ
っ
た
と

い
う
確
実
な
証
拠
は
な
い
｡
西
福
寺
の
位
牌
に

｢黄
蓮
社
良
華
金
光
｣
と
あ
る
の
が
'

浪
岡
の
墳
墓
の
石
碑
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
い
得
る
か
ど
う
か
も
判
然
と
し
な
い
｡

こ
の
西
福
寺
の
問
題
に
関
し
て
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
も
'
｢黄
蓮
社
良
華
金

光
｣
は
い
っ
た
い
何
に
由
来
す
る
の
か
｡
そ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
'
名
越
派
は

室
町
時
代
以
降
'
関
東

･
東
北
地
方
に
教
線
を
拡
大
し
'
江
戸
時
代
'
津
軽
の
浄
土

宗
寺
院
の
大
半
は
名
越
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
'
金
光
上
人
の
墳
墓
の
石
碑
に
記
さ
れ
た
法
号
に
名
越
派

の
良
号
と
み
ら
れ
る

｢良
筆
｣
が
存
在
す
る
の
は
'
名
越
派
の
関
与
に
な
る
と
み
ら

れ
る
｡
ち
な
み
に
'
遠
藤
氏
が

『
金
光
禅
師
行
状
』
の
作
者
と
想
定
さ
れ
て
い
る
良

導
寿
源
も
名
越
派
の
僧
侶
で
あ
る
｡

『
金
光
禅
師
行
状
』
そ
の
も
の
に
は
'
｢黄
蓮
社
良
筆
金
光
｣
と
い
う
法
号
に
関

す
る
記
述
は
な
い
が
､
注
意
を
要
す
る
の
は
'
金
光
上
人
が
正
中
山
に
三
大
神
を
祭

紀
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
浄
土
宗
は
本
来
神
祇
不
拝
の
立
場
を
教
義
に
内
包
し
て

(26)

い
る
｡
正
中
山
に
奈
托
さ
れ
た
三
大
神
に
は
'
修
験
の
臭
い
が
あ
る
の
で
'
純
粋
な

意
味
で
神
祇
に
あ
た
る
も
の
と
み
な
し
得
る
か
は
さ
だ
か
で
な
い
が
'
こ
れ
も
神
孤

不
拝
の
地
平
を
外
れ
た
特
異
な
事
例
に
該
当
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
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五

『金
光
禅
師
行
状
』
に
東
北
地
方
に
教
練
を
拡
大
し
た
名
越
派
の
教
義

が
影
響
し
た
可
能
性

『
金
光
禅
師
行
状
』
に
お
い
て
､
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
異
な
事
例
が
出
現
す
る
の

か
｡
こ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
想
起
さ
れ
る
の
は
､
｢浄
土
宗
名
越
派
三
世
良
山

上
人
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
佐
藤
孝
徳
氏
が

｢良
山
上
人
の
名
越
派
の
教
え
は
､
阿

弥
陀
如
来
に
帰
依
す
る
以
外
に
密
教
的
要
素
が
強
く
､
日
本
古
来
の
神
々
で
あ
る
熊

(27)

野
権
現
'
八
幡
大
菩
薩
等
の
神
社
信
仰
が
特
に
厚
い
の
も
特
徴
で
あ
る
｣
と
さ
れ
'

｢
こ
う
し
た
思
想
は
'
上
人
没
後
'
名
越
派
末
流
の
僧
侶
が
神
社
の
別
当
と
な
り
'

寺
そ
の
も
の
を
神
社
の
近
く
に
建
立
す
る
な
ど
､
密
教
系
の
真
言
宗
'
天
台
宗
の
よ

う
な
面
を
多
分
に
持

つ
に
い
た

っ
た
｡
こ
う
し
た
行
為
は
浄
土
宗
の
寺
院
が
と
る
べ

(28)

き
行
い
で
は
な
い
と
'
真
言
宗
側
か
ら
強
い
非
難
を
う
け
た
｣
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
名
越
派
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
'
さ
き
ほ
ど
み
た

『
金
光
禅
師
行
状
』
の
特
異

な
事
例
は
'
良
山
上
人
以
降
の
名
越
派
の
教
義
そ
の
も
の
を
反
映
し
た
も
の
で
'
さ

ほ
ど
異
と
す
る
こ
と
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
｡
筆
者
は
'
阿
蘇
千
代
竹
の
建
立
し
た

金
光
上
人
墳
墓
の
石
碑
に
名
越
派
の
良
号
と
み
ら
れ
る

｢良
華
｣
が
存
在
す
る
こ
と

と

『
金
光
禅
師
行
状
』
に
み
ら
れ
る
'
浄
土
宗
が
本
来
示
す
神
祇
不
拝
と
も
い
う
べ

き
立
場
と
い
さ
さ
か
異
な
る
事
例
を
示
す
正
中
山
の
三
大
神
の
祭
紀
が
語
ら
れ
る
の

は
'
同

1
線
上
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
'
｢黄
蓮
社
良
華
金
光
｣
'
『
金
光
禅
師
行

状
』
を
生
み
出
し
た
背
景
に
'
東
北
地
方
に
教
練
を
拡
大
し
た
名
越
派
の
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
を
い
っ
そ
う
補
強
す
る
の
は
'
遠
顔

聡
明
氏
が

『
金
光
禅
師
行
状
』
の
真
の
作
者
が
良
導
寿
源
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
､
筆
者
は
､
『
金
光
禅
師
行
状
』
の
形
成
過
程
に
お
い
て
良

導
寿
源
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
L
が
た
い
が
､
そ
の
前
に
も
う

一
段
階

存
在
す
る
の
で
は
と
推
測
し
て
い
る
｡
と
い
う
の
は
'
『
金
光
禅
師
行
状
』
に
は

｢建
保
初
｣
に
善
導
大
師
の

『
般
舟
讃
』
と

｢大
師
遺
誓
｣
(法
然
上
人
の

一
枚
起

請
文
の
こ
と
)
を
書
写
し
て
金
光
上
人
に
贈

っ
た
と
い
う
奇
妙
な
記
載
が
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
｡
『
金
光
上
人
関
係
伝
承
資
料
集
』
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に

｢そ
の
期

間
に

『
般
舟
讃
』
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
し
､
『
一
枚
起
請
文
』
も
蘇

(29)

智
が
秘
匿
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
｣
の
で
あ
る
｡

そ
し
て
'
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
良
導
寿
源
と
同
じ
く
名
越
派
に
属
す
る
羽
州
最

上

(山
形
県
天
童
市
)
三
宝
寺
の
善
蓮
社
良
知
弁
識
が
文
政
七
年

(
一
八
二
四
)
三

月
に
著
し
た

『
金
光
上
人
事
蹟
』
(『
金
光
禅
師
行
状
』
の
論
難
書
)
に
も

｢是
又
疑

べ
キ
事
｣
｢甚
信
ジ
難
キ
虚
説
ナ
ル
欺
｣
と
批
判
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
も
と
よ
り
'

良
導
寿
源
は

『
金
光
禅
師
行
状
』
を
称
賛
し
て
い
る
と
い
う
点
で
'
良
知
弁
識
と
意

見
を
異
に
し
て
い
る
の
で
､
｢建
保
初
｣
の

『
般
舟
讃
』
と

｢大
師
遺
誓
｣
の
件
を

も
っ
て
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
｡
し
か
し
'

良
導
寿
源
そ
の
人
が

『
般
舟
讃
』
と

｢大
師
遺
誓
｣
の
件
を
述
作
し
た
の
で
あ
れ
ば
､

(30)

こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
記
載
を
し
た
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
｡
遠
藤
氏
は

｢奥
内
清

岸
寺
旧
蔵
諸
写
本
に
よ
る
江
戸
時
代
の
金
光
上
人
関
係
文
献
の
再
検
討
｣
の
中
で
'

良
導
寿
源
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

｢既
存
の
縁
起
に
序
文
と
流
通
分
を
付
加
す
る
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
卓
越
し
た
文

章
力
が
求
め
ら
れ
'
誰
も
が
容
易
に
な
し
得
る
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
文
化
年
間

に
板
柳
大
善
寺

(青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
町
)
の
住
職
で
あ
っ
た
天
蓮
社
良
導
寿
源
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は
そ
の
才
に
長
け
､
同
時
期

の
地
域
屈
指

の
名
文
家
で
あ

っ
た
か
に
見
受
け
ら
れ

(.,-)
る
｣こ

の
評
価
か
ら
い
っ
て
､
『
金
光
禅
師
行
状
』

の
骨
子
は
､
良
導
寿
源
の
関
与
以

前
に
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
｡
も
と
よ
り
､
そ

れ
が
何
者
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
が
､
良
導
寿
源
で
な
い
の
は
無
論
の
こ
と
名

越
派
の
僧
侶
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
｡

以
上
み
た
よ
う
に

『
金
光
禅
師
行
状
』
を
誕
生
さ
せ
た
最
初
の
段
階
に
つ
い
て
は

判
然
と
し
な
い
が
､
そ
の
最
終
的
完
成
に
あ
た

っ
て
は
､
名
越
派
の
教
義
が
大
き
な

影
響
を
投
じ
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
｡
そ
し
て
､
『
金
光
禅
師
行
状
』
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
､
東
北
地
方
に
お
け
る
名
越
派
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
得
る
の
で

は
な
い
か
と
の
期
待
を
持

っ
て
い
る
｡
従
来

『
金
光
禅
師
行
状
』
に
つ
い
て
は
､
史

学
者
の
間
で
は
さ
ほ
ど
関
心
を
も
た
れ
な
か
っ
た
｡
ま
し
て
､
そ
の
史
料
的
価
値
に

疑
問
が
投
じ
ら
れ
た
今
日
で
は
'
な
お
さ
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
､
上
記

の
よ
う
な
観
点
で

『
金
光
禅
師
行
状
』
を
見
直
せ
ば
､
新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る

も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
｡
も
と
よ
り
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
は
推
測
に
過
ぎ
る
嫌

い
が
な
く
も
な
い
｡
読
者
諸
彦
の
ご
叱
正
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡

註
(
-
)
浄
土
宗
名
越
派
の
学
僧
聞
証

(
〓
ハ
三
四
～
一
六
八
八
)
が

『
法
然
上
人
行
状
画

図
』
(後
伏
見
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
'
知
恩
院
第
八
世
如

一
国
師
の
弟
子
で
天
台
宗

の
学
僧
で
あ
っ
た
舜
昌
が
編
纂
｡
巻
数
か
ら

『
四
十
八
巻
伝
』
､
勅
命
に
よ
る
こ
と

か
ら

『
勅
修
御
伝
』
と
も
称
さ
れ
る
)
の
校
正
と
注
解
を
後
世
に
残
す
よ
う
､
門
弟

の
義
山
､
円
智
に
命
じ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
｡
義
山
が
原
本
と
対
校
し
､

円
智
が
注
解
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
が
､
円
智
が
業
半
ば
に
し
て
病
没
し
た
こ
と
か

ら
'
義
山
が
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
重
修
完
成
し
､
宝
永
元
年

(
一
七
〇
四
)
公
け
に
し

た
も
の
O
全
六
十
巻
.

(2
)
『
浄
土
宗
全
書
』
十
六
巻
､
阿
川
文
正
監
修
'
金
子
寛
哉

･
遠
藤
聡
明

･
片
山
秦

徳
編

『
金
光
上
人
関
係
伝
承
資
料
集
』
(浄
土
宗
教
学
局
'

一
九
九
九
｡
以
下

『
伝

承
資
料
集
』
と
記
す
)
九
五
頁
｡

(3
)
聖
光
は
房
名
｡
弁
長
は
詩
｡
字
は
弁
阿
と
い
う
｡
浄
土
宗
第
二
代
｡
浄
土
宗
鎮
西

派

(以
下
'
単
に
鎮
西
派
と
記
す
)
の
祖
｡
九
州
西
北
部
を
中
心
に
活
躍
｡
宗
祖
法

然
の
滅
後
'
真
言

･
天
台
宗
等
の
聖
道
諸
宗
の
は
げ
し
い
非
難
攻
撃
と
'
宗
祖
門
弟

に
よ
る
異
議
続
出
の
中
'
選
択
本
願

･
専
修
念
仏
の
祖
道
を
祖
述
L
t
顕
彰
｡
筑
後

の
地
に
あ
っ
て
'
浄
土
宗
の
正
流
の
宗
学
を
確
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
｡
弁
長
は
'

浄
土
宗
に
お
い
て
法
然
に
つ
ぐ
二
祖
上
人
と
仰
が
れ
て
い
る
が
'
法
然
滅
後
の
門
下

は
多
流
多
派
に
分
か
れ
た
た
め
'
弁
長
在
世
中
の
浄
土
宗
第
二
代
の
位
置
は
安
定
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
｡
弁
長
の
浄
土
宗
第
二
代
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
の

は
､
弁
長
の
晩
年
の
門
弟
良
忠

二

一
九
九
～
二

一八
七
)
が
'
当
時
の
政
治
の
中

心
で
あ
り
諸
宗
の
集
ま
っ
て
い
る
鎌
倉
に
入
り
､
こ
こ
を
中
心
に
教
化
に
あ
た
り
､

関
東
に
お
け
る
鎮
西
派
の
基
盤
を
確
立
｡
良
忠
の
滅
後
､
そ
の
多
く
の
門
弟
の
中
で
'

良
暁

･
性
心

･
専
観

･
道
光

･
然
空

･
慈
心
の
六
人
が
主
に
活
躍
し
'
互
い
に
教
線

の
拡
張
を
は
か
り
､
自
派
の
正
統
性
を
主
張
し
た
こ
と
か
ら
や
が
て
白
旗
派
'
藤
田

派
､
名
越
派
'
三
条
派
､

一
条
派
'
木
幡
派
の
六
派
が
分
出
｡
こ
れ
が
浄
土
宗
の
興

隆
に
大
き
な
貢
献
を
し
､
浄
土
宗
発
展
の
基
盤
を
形
成
し
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て

い
る
｡

(4
)
良
忠
門
下
六
派
の
一
つ
三
条
派
の
祖
｡
相
模
国
鎌
倉
の
人
｡
は
じ
め
比
叡
山
に
登

り
尊
慧
に
つ
い
て
出
家
し
た
が
'
後
良
忠
に
入
門
｡
文
永
九
年

(
二

一七
二
)
頃
'

京
都
に
移
転
､
洛
東
三
条
に
悟
真
寺
を
建
立
｡
主
と
し
て
こ
こ
を
拠
点
に
'
元
徳
二

年

(
〓

11110
)
八
十
八
歳
で
没
す
る
ま
で
京
洛
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
O
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(5
)
江
戸
中
期
の
学
僧
｡
白
蓮
社
執
着
と
号
す
｡
尾
張
国
海
西
郡
大
成
村
の
人
｡
俗
姓

は
中
山
氏
｡
寛
政
十
二
年

(
一
八
〇
〇
)
伊
勢
松
阪
清
光
寺
に
任
し
'
以
来
二
十
余

年
同
寺
に
あ
っ
て
講
説
､
教
化
に
努
め
た
｡

つ
と
に
浄
土
宗
の
典
籍
に
誤
り
の
多
い

こ
と
を
嘆
き
､
浄
土
宗
諸
典
籍
の
校
訂
出
版
に
活
躍
し
た
｡

(6
)
『
仏
教
論
叢
』
掲
載
の

一
連
の
論
文
と
し
て
は
､
｢金
光
上
人
事
蹟
調
査

-
津
軽
に

お
け
る
信
仰
状
況
｣
(『
仏
教
論
叢
』
三
三
号
､

一
九
八
九
｡
以
下
遠
藤
㈲
論
文
と
記

す
)
､
｢金
光
上
人
事
蹟
調
査
資
料
整
理
報
告
-

和
田
文
書
の
検
討
｣
(『
仏
教
論

叢
』
三
五
号
､

1
九
九

1
.
以
下
遠
藤
仙
論
文
と
記
す
)
､
｢天
童
三
宝
寺
弁
識

『
金

光
上
人
事
蹟
』
に
み
る

『
金
光
禅
師
行
状
』
の
問
題
点
｣
(『
仏
教
論
叢
』
三
六
号
､

一
九
九
二
｡
以
下
遠
藤

困論
文
と
記
す
)
が
あ
る
｡
『
伝
承
資
料
集
』
に
お
け
る
解

説
は

｢和
田
文
書
｣
に
言
及
が
あ
る
｡

(7
)
遠
藤
㈲
論
文
､
七
四
頁
｡

(8
)
遠
藤
困
論
文
'
六
六
頁
等
｡

(9
)
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
の
刊
行
後
､
義
山
が
さ
ら
に
史
料
収
集
に
つ
と
め
､

前
書
刊
行
時
の
不
備
､
不
明
点
を
補
足
し
た
も
の
｡
金
光
上
人
に
関
し
て
は

｢石
垣

金
光
坊
事
実
｣
と
銘
打
っ
て
､
全
編
の
約
半
分
の
紙
面
を
費
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

実
地
踏
査
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
､
こ
れ
ま
で
金
光
上
人
の
入
滅
地
と
し
て
有
力
で
あ

っ
た
奥
州
栗
原
郡

(宮
城
県
)
付
近
と
の

一
説
を
退
け
､
津
軽
浪
岡
説
が
定
説
化
さ

れ
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
｡

(
10
)
良
忠
門
下
六
派
の

一
つ
｡
良
忠
の
門
弟
良
弁
尊
観

(
一
二
三
九

～一三一
六
､
異

説
あ
り
)
を
祖
と
す
る
｡
尊
観
は
良
忠
の
も
と
に
あ
る
こ
と
三
〇
余
年
､
建
治
二
年

(
一
二
七
六
)
伝
書
を
付
属
さ
れ
､
そ
の
後
､
鎌
倉
名
越
谷
に
善
導
寺
を
建
立
し
教

え
を
ひ
ろ
め
た
こ
と
か
ら
､
名
越
派
の
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
｡
良
忠
滅
後
､
宗
義

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
を

一
つ
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
が
､

尊
観
は
自
説
の
1
念
業
成

(た
だ

三
呂

｢南
無
阿
弥
陀
仏
｣
と
念
ず
る
者
は
'
そ
の

教
え
に
忠
実
で
あ
れ
ば
'
往
生
が
で
き
､
広
大
な
功
徳
が
あ
る
と
い
う
も
の
)
を
主

張
し
て
譲
ら
ず
､
業
成
の
前
後
は
機
に
随

っ
て
不
定
で
あ
り
､

一
念
十
念
多
念
に
通

ず
る
と
の
多
念
業
戒
を
と
な
え
る
白
旗
派
祖
の
寂
慧
良
暁

(
一
二
五

一
～
二

一八

二
)
と
激
し
い
論
戦
を
交
え
た
と
い
う
｡
名
越
派
は
室
町
時
代
に
入
っ
て
'
主
に
関

東

･
東
北
地
方
に
教
線
を
拡
げ
'
良
忠
門
下
の
六
派
が
次
々
と
白
旗
派
に
併
呑
さ
れ

る
中
'
独
自
の
道
を
歩
ん
だ
｡
し
か
し
な
が
ら
､
白
旗
派
と
の
教
学
上
の
論
争
か
ら
､

伝
書
を

一
つ
の
箱
に
封
じ
､

一
握
り
の
僧
侶
に
し
か
見
せ
な
い
と
い
う
極
端
な
秘
密

主
義
を
と
っ
た
こ
と
が
､
派
の
発
展
を
阻
害
す
る

一
因
と
な
り
､
四
百
余
ケ
寺
を
超

え
る
勢
力
を
誇

っ
た
同
派
も
､
明
治
二
十
七
年

(
7
八
九
四
)
に
は
白
旗
派
の
後
身

で
あ
る
現
在
の
浄
土
宗
に
合
流
し
､
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
｡
同
派
の
伝
書
の

中
に
は
散
逸
し
た
も
の
も
多
く
､
同
派
の
歴
史
に
関
し
て
は
判
然
と
し
な
い
部
分
も

あ
る
と
い
う
｡

(
‖
)
『
浄
土
宗
全
書
』
十
六
巻
､
『
伝
承
資
料
集
』

一
〇
二
～
7
〇
三
頁
.

(
12
)
註

(7
)
に
同
じ
｡

(1
)
『
伝
承
資
料
集
』
｢和
田
文
書
｣
(解
説
)

7
〇
八
六
頁
.

(
1
)
遠
藤

困論
文
､

一
〇
八
頁
O

(
1
)
遠
藤
仙
論
文
'

一
三
四
頁
等
｡
な
お
､
『
金
光
禅
師
行
状
』
と
同

一
線
上
に
あ
る

和
田
文
書
中
の
金
光
上
人
に
関
す
る
資
料
が
､

一
時
期
津
軽
で
語
ら
れ
る
金
光
上
人

像
の
基
準
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
｡
こ
の
こ
と
が
浄
土
宗
の
金
光

上
人
事
蹟
調
査
を
促
す
要
因
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
金
光
上
人
伝
承
の
研
究
史
的

整
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
'
留
意
す
べ
き
問
題
と
い
え
る
が
､
本
稿
の
主
題
と
直

接
の
関
連
は
な
い
の
で
､
委
細
は
省
略
す
る
｡

(
16
)
遠
藤

困論
文
､
六
六
頁
｡

(17
)
『
う
と
う
』
七
号

(
一
九
三
四
)0

(
18
)
註

(
17
)
論
文
､
二
八
頁
｡

(
19
)
｢阿
蘇
系
図
｣
(東
京

･
四
ッ
谷
在
住
､
阿
蘇
哲
氏
所
蔵
)｡
な
お
'
弘
前
市
西
茂

森
の
京
徳
寺

(享
禄
二
年

二

五
二
九
)
､
開
基
は
浪
岡
御
所
北
畠
具
永
｡
元
は
浪
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岡
の
五
本
松
に
創
建
さ
れ
た
が
､
津
軽
為
信
の
命
に
よ
り
現
在
地
に
移
転
｡
浪
岡
御

所
北
畠
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
)
に
あ
る
同
家
の
位
牌
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る

が
､
阿
蘇
家
代
々
に
つ
い
て
は
戒
名
の
み
で
､
俗
名
の
記
載
が
な
い
｡
位
牌
の
記
述

で
'
阿
蘇
千
代
竹
に
該
当
す
る
の
は

｢少
林
院
殿
廓
翁
｣
で
あ
る
が
'
千
代
竹
の
没

年
月
日
に
つ
い
て
'
月
日
ま
で
は
位
牌
､
系
図
と
も
合
致
す
る
が
､
日
付
は
'
位
牌

で
は

｢十

一
日
｣'
系
図
で
は

｢廿
六
日
｣
と
異
同
が
み
ら
れ
る
｡

(20
)
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

『
浄
土
宗
大
辞
典
』
第
三
巻

(山
喜
房
仏
書
林
'

一
九
八
〇
)
四
九
三
～
四
九
四
頁
｡

(21
)
佐
藤
孝
徳

｢浄
土
宗
名
越
派
三
世
良
山
上
人
に
つ
い
て
｣
(『
い
わ
き
地
域
学
舎
夏

井
地
区
総
合
調
査
報
告
』
'
い
わ
き
地
域
学
骨
､

一
九
八
八
)
二

二

頁
｡

(
22
)
『
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
』
三
十
三

｢信
州
寺
院
由
緒
書
｣
(増
上
寺
史
料
編
纂
所
編

『
増
上
寺
史
料
集
』
第
六
巻
､

一
九
八
〇
)
七
六
三
～
七
六
四
頁
｡

(
2
)
『
伝
承
資
料
集
』
｢西
福
寺
関
連
資
料
解
説
｣
四
〇
九
～
四

7
0
頁
.

(
24
)
『
伝
承
資
料
集
』
四
二
六
頁
｡

(2
)
『
伝
承
資
料
集
』
｢西
福
寺
関
連
資
料
解
説
｣
四
〇
七
頁
O

(26
)
遠
藤
聡
明

｢宝
永
五
年
の
弘
前
新
寺
町
稲
荷
神
社
の
勧
請
と
別
当
白
狐
寺
の
造

営
｣
(『
仏
教
論
叢
』
四
三
号
'

一
九
九
九
)
二
二
頁
｡

(
27
)
註

(
26
)
論
文
､
二
二
二
頁
｡

(
28
)
註

(
26
)
論
文
'
二
二
三
頁
｡
な
お
'
中
川
泰
伸

｢浄
土
宗
名
越
派
の
教
練
｣

(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第

一
八
巻
第
二
号
)
に
も

｢名
越
派
の
性
格
は
､
大
沢

円
通
寺
月
形
函
文
書
や
如
来
寺
文
書
'
現
今
の
民
俗
を
通
し
て
考
察
し
て
み
る
場
合
'

多
分
に
専
修
念
仏
的
で
な
い
雑
修
雑
行
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
り
､
口
伝
法
門
的
､

秘
事
法
的
性
格
が
強
い
｣
と
の
指
摘
が
あ
る
点
も
､
『
金
光
禅
師
行
状
』
で
法
然
上

人
が
軽
ん
じ
た
雑
行
を
修
す
る
と
い
う
専
修
念
仏
の
人
と
思
え
な
い
金
光
上
人
像
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

(
29
)
『
伝
承
資
料
集
』
｢和
田
文
書
｣
(解
説
)

一
〇
八
七
頁
｡

(30
)
唐
代
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
に
し
て
'
浄
土
五
祖
中
の
第
三
位
と
し
て
日
本
の
浄

土
宗
で
重
ん
じ
ら
れ
る
善
導

(六

一
三
～
六

一
八
)
の
撰
書

『
般
舟
讃
』
の
流
伝
に

関
し
て
は

｢
正
倉
院
文
書
の

『
経
律
奉
請
帳
』
に
よ
れ
ば
'
七
四
八
年

(天
平
二

〇
)
以
前
に
伝
来
L
t
さ
ら
に
八
三
九
年

(承
和
六
)
'
入
唐
八
家
の
一
人
で
あ
る

霊
巌
円
行
が
'
『
法
事
讃
』
な
ど
と
共
に
請
来
し
た
.
し
か
し
'
そ
の
後

7
般
に
流

布
せ
ず
'
法
然
上
人
も
つ
い
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
｡
法
然
滅
後
'

二

二

七
年

(逮

保
五
)
'
禅
林
寺
静
遍
が
､
御
室
の
宝
金
剛
院
の
一
切
経
蔵
に
お
い
て
円
行
請
来
本

を
発
見
し
'
明
真
と
入
真
に
よ
っ
て

二

二
二
二
年

(貞
永

こ
､
法
然
滅
後
二
〇
年

に
至
っ
て
､
初
め
て
開
板
さ
れ
た
｣
(『
浄
土
宗
大
辞
典
』
第
三
巻
､

一
九
八
〇
)
と

い
う
の
が
今
日
の
通
説
で
あ
る
が
'
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
五
巻

二

九
三
三
)

に
よ
る
と

｢但
し
本
朝
高
僧
伝
第
十
四
等
に
西
山
証
空
が
建
保
五
年
冬
京
都
御
室
仁

和
寺
宝
蔵
よ
り
発
見
せ
り
と
な
し
'
又
寛
文
十

1
年
二
月
開
板
の
般
舟
讃
要
義
釈
観

門
義
砂
の
後
攻
に
'
証
空
は
建
保
突
酉

(即
ち
元
年
)
よ
り
元
仁
甲
申

(元
年
)
に

至
る
の
間
､
諸
処
に
於
て
屡
本
書
を
講
ぜ
し
こ
と
を
記
す
｣
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
'

浄
土
宗
西
山
派
の
間
に
は
異
説
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』

第
五
巻
で
は

｢恐
ら
く
事
実
に
非
ざ
る
べ
し
｣
の
三
1E
で
す
ま
せ
て
い
る
が
'
こ
の

こ
と
は

『
金
光
禅
師
行
状
』
の

『
般
舟
讃
』
に
関
す
る
奇
妙
な
記
述
の
源
流
を
考
え

る
う
え
で
留
意
す
べ
き
問
題
と
思
わ
れ
る
｡

(
31
)
『
仏
教
論
叢
』
四
四
号

(二
〇
〇
〇
)'
二
三
頁
O

52

付
記本

稿
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
､
浪
岡
阿
蘇
家
の
系
図
を
所
蔵
さ
れ
て
い

る
浪
岡
阿
蘇
家
の
本
家
の
阿
蘇
哲
氏
及
び
同
家
所
蔵
の
系
図
の
所
在
､
菩
提
寺
の
京

徳
寺
の
位
牌
の
存
在
等
を
ご
教
示
頂
い
た
阿
蘇
八
千
代
氏
､
阿
蘇
哲
氏
の
ご
住
所
を

ご
教
示
頂
い
た
成
田
秀
夫
氏
､
阿
蘇
家
の
位
牌
を
管
理
さ
れ
て
い
る
京
徳
寺
の
ご
住



職
夫
妻
等
の
ご
理
解

･
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
｡
な
お
'
本
稿
に
は
直
接
い
か
さ
れ

て
い
な
い
が
､
浄
土
宗
の
金
光
上
人
事
蹟
調
査
を
促
す
原
因
に
な

っ
た
青
森
県
内
の

金
光
上
人
顕
彰
運
動
等
に
つ
い
て
弘
前
市
新
寺
町
西
光
寺
の
前
住
職
工
藤
昌
瑞
氏
よ

り
も
懇
切
丁
寧
な
ご
教
示
を
頂
い
た
こ
と
も
'
問
題
の
背
景
を
理
解
す
る
う
え
で
大

変
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
｡
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
｡

(
い
で
み
つ
･
や
す
お

続
日
本
紀
研
究
会
会
員
)


